
 

 

自然の宝もの探し 
１ 活動のねらい 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 
自分のことは自

分でする 

何事も最後まで

やり遂げる 
リーダー性 

自己をふり返り、集

団を見つめ直す 

自然に親しみ、環境に

ついて考える 

〇     ◎ 

２ 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 対象及び活動形態 幼児～小学校中学年・家族 １００名程度 （グループもしくは全体） 

４ 活動の流れ 

 

             

 

             
 

 

 

 

 

 

５ 準備物 

『青年の家』 MAP、宝物リストカード、バインダー、鉛筆、はさみ 

『個   人』 リュック、帽子、野外活動に適した服装、手袋、水筒、タオル、雨具等、ビニール袋、のり 

『団   体』 救急用品、笛、腕時計（必要に応じて） 等 

  

動物や植物に触れたり、持

ち帰ったりすることは、できる

だけしないでください。ドング

リや落ち葉は、袋に入れて持ち

帰っても構いません。 

事前説明 

活 動  

活動後 

注意 

 

用具の貸出→説明（宝ものリスト）→トイレを済ませる 

①宝ものリストの作成 
②コースを決める。（鷹巣原高原・高住神社） 
③スタート 
④時間内に青年の家に戻る。 

後片付け・健康状態確認・振り返り 
借用物品の返却 青年の家職員への連絡 

自然の宝物探し １～1．５時間 

グループで英彦山青年の家の周辺を歩きながら、宝物リストカードにある植物や生き物、

景色などを見つけます。グループごとに活動しても、みんなで一緒に活動して頂いても構

いません。雨 ver.もあるので、雨天活動としても行うことができます。 

【宝物の例】 

・ギザギザの葉   ・木の実   ・松ぼっくり 

・鳥の鳴き声    ・とんでいる虫 

・顔に見えるもの・・・・等 

宝物リストは子どもたちの実態や季節に合わせて 

選択することもできます。 

【雨天 ver. 宝物の例】 

・雨にぬれたくもの巣 ・水たまりの中の生き物 など 

柱３：環境保護 

柱５：健康づくり 

【ワンヘルスとの関連性】 


